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公益社団法人 日本産業衛生学会

日本産業衛生学会は、産業衛生に関する学術の振興と、
勤労者の職業起因性疾患の予防及び健康維持増進を図り、
もってわが国の学術と社会の発展に寄与することを目的として
1929年に設立されました。

産業医や産業保健スタッフは、働く人々を健康（衛生）という
側面から支援する活動を行っています。
働く人々の多様性を考慮することは言うまでもありませんが、
支援を行う私たち（産業医や産業保健スタッフ）も、
仕事だけでなく家庭環境、個々の事情などそれぞれの
背景（多様性）を持っています。



会員 人数 男性 女性
正会員 8391 3968 4423
名誉会員 30 29 1
学生会員 12 5 7

計 8433 4002 4431
役員

理事・監事 32 28 4
代議員 634 382 252

計 666 410 256

学会員・学会役員 内訳 2022年6月1日時点



男女共同参画

推進小委員会

① 本学会における男女共同参画の基盤整備の方策を検討する。

② 本学会における男女共同参画推進のあり方を検討する。

③ 女性だけでなくすべての会員が性別を超えて活躍できる方策について検討する。

④ 男女共同参画推進小委員会の検討結果は理事会に報告するものとする。

ダイバーシティ
推進委員会

① 次世代の産業衛生学の担い手を育てるため、
女性や若手会員への啓発、広報を行い、会員のモチベーション
向上をうながし、研究や活躍の場を作る。

② 成長途上の会員が産業衛生学に取り組む上での問題に直面した際、
孤立を防ぎ、高い専門性を維持してキャリアを途絶えさせない
システムを構築する。

③ 若手世代が参加しやすい学会運営を目指す。

④ 各部門のリーダーとなる会員を性差なく押上げ、
男女均衡ポジティブ・アクションのあるべき姿を提示し、
男女共同して産業衛生の研究・教育の充実をはかる。

2016年 2018年 2020年



・2018→2020年度
委員会（非常設）として2018年総会で承認（発足）
委員選出（各地方会、4部会、専門家、担当理事）組織づくり
委員会企画の開催（ワールド・カフェ、シンポジウムなど）
総会（学術集会）開催時における託児施設利用者に対して、

託児施設設置についてアンケート調査
子育て中の学術集会参加のヒント集（手引き）作成

ダイバーシティ推進委員会の活動



委員会活動（2018，2019年度）

ワールド・カフェによる意見交換



委員会活動（2019年度）
第92回総会託児利用者の学会参加理由（17件の回答）

0 1 2 3 4 5 6 7 8

興味深い内容

自分の発表のため

職場の勧め

知人の勧め

職務

子供を預けることができた

その他

単回答者 複数回答者



委員会活動（2020年度）

子育て中の学術集会参加ヒント集



・2021-2022年度
会員による自身の経験を発表する企画を実施
子育て・介護をする会員による学会参加、学会のオンライン参加
委員会企画によるオンラインセミナー「私の学会活動」
日本医学会連合の動向を知り、学会理事長による指定発言を頂く
オンライン学術集会参加のヒント集（手引き）作成

ダイバーシティ推進委員会の活動



委員会活動（2021，2022年度）

会員による自身の学会活動経験を共有



委員会活動（2022年度）
－オンラインでの学術集会参加ヒント集－
（2022年12月 外部HP一般公開）



委員会活動の国際学会での紹介
日中韓産業保健学術協議会（北九州）2022年6月24日



最後に
ダイバーシティ推進委員会は、若手・女性会員がより
学会活動に関与しやすい環境を作ることにより、
学会活動の活性化を狙って活動しています。

総会や地方会での学術企画等に個人・家庭の事情等により
参加できない会員も相当数いるものと思われます。

すべての会員が関与できる学会運営や参加ができる
環境づくりは、継続・発展する学会の活動につながります。

働く人々の「衛生」を支える専門職である私たち自らが
多様性（ダイバーシティ）を考慮した活動を実践することで、
対象とする労働者を「理解」し、「支え」、「信頼される」
ことにより、それが社会への還元につながると考えます。
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